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研究成果の概要（和文）：　99mTc-Galactosyl serum albumin SPECT/CTから3D融合画像を作成の上Liver uptake rati
o: LURを算出し、肝移植ドナーの肝機能評価を行った。
　65例のLURを測定した。術前LUR値は、正常肝では値が高く、脂肪肝では低かった。術後経過は、肝容量は経時的に増
加したが、LURは1週目(中央値1.45倍)で術前値より増加、1ヶ月目(1.02)では術前値に戻った。回復過程において肝容
量と機能の相互作用が考えられた。術後ビリルビンは、LURも低い症例で回復が悪かった。結果としてLURは生体ドナー
における肝機能評価として臨床的に有用であると考えられた。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to evaluate hepatic function of living donor by use 
of 99m Tc-Galactosyl serum albumin (GSA) single-photon emission computed tomography (SPECT)/CT 3D fused im
aging.
 A total of 65 living donors who underwent hepatectomy were enrolled. The liver uptake ratio (LUR) were ca
lculated based on fused imaging preoperatively and postoperatively. LUR was lower in the cases with pathol
ogical liver steatosis and fibrosis. LUR wasn't related to aged liver. The changing ratio in remnant liver
 volumes between one and four weeks were 0.89-2.11 (median; 1.33)  and 0.96-2.73 (median; 1.48). The chang
es of LUR value of remnant liver between one and four weeks after LDLT were 0.92-1.77 (median; 1.32) and 0
.83-1.44 (median; 1.02), respectively. Postoperative hyperbillirubinemia were associated with lower remnan
t liver volume and preoperative LUR. In conclusion, 99mTc-GSA SPECT/CT fused imaging was clinically useful
 to evaluate postoperative hepatic function of living donor.
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１．研究開始当初の背景 
生体肝移植におけるドナー肝の術前評

価として、これまで全肝としての機能評価

と、切除肝、残肝それぞれの解剖学的容積

の評価が別個に行われた上で綜合されて

きた。これまで本邦においても生体ドナー

の死亡例を 1例経験している他、全国での

生体肝ドナー調査によれば、種々のドナー

合併症が 8.4％にみられ、その一部には残

肝機能が不良であることに起因するよう

な、胸腹水の持続、5mg/dl をこえるよう

な術後黄疸の遷延などが含まれている。こ

のような事象は、本来生体ドナーにとって

一例でもあってはならないことである。残

肝機能評価において、単なる容積測定にと

どまらず、大きさを含めた機能を正確に把

握するために、新しい評価法を確立する必

要 が あ る 。 そ の 評 価 法 と し て

99mTc-Galactosyl serum albumin (GSA)

とダイナミック CT との融合画像を使用し、

ドナー肝を評価する。 

 
２．研究の目的 
  SPECT/CT 一体型装置を用いて、GSA とダ  

 イナミック CT との 3次元融合画像から算 

 出した肝の GSA 摂取率 (Liver uptake   

 ratio :LUR) を求め、肝臓の総合的機能的  

 評価法を確立する。これによって、生体肝  

 移植ドナーの切除肝および残肝評価を現   

 行までの形態学的容積だけでなく、機能的 

 容積（Functional Liver Volume :FLV）を 

 算出することで、生体ドナーの更なる安全 

 性の確保を図る。 

 
３．研究の方法 

  生体肝移植ドナーを対象として、術前に   

 99mTc-GSA SPECT と造影 CT との 3D-融合画 

 像を作成し、LUR を算出し、肝の機能評価 

 を行う。LUR と血液検査データ、術中ゼロ 

 バイオプシーなどとの関連性を明らかに 

 する。術後定期的に、99mTc-GSA SPECT と 

 造影 CT との融合画像を作成し、術後の肝  

 再生と共に肝機能の改善の変化を検討  

 する。 

    SPECT-CT fused image 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    CT より算出した volume 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
    SPECT より算出した LUR 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
４．研究成果 
  平成 23 年度から 25 年度まで総計 65 例 
 の生体ドナーに対してLUR値の測定が可能  
 であった。 
 

 (1)算出された LUR 値と病理学的に得られ  

 た正常肝、脂肪肝や線維化を有した肝との 

 関係を検討した結果、LUR 値は正常肝では 

 その算出値は高く、脂肪肝を有する症例で 

 低い傾向にあった。また、軽度線維化を有 

 する症例においても LUR 値は低かった。し 

 かし、すべて生体肝移植ドナーとして選定 

 されているため、極度の脂肪肝や線維化を 

 有する症例は認めていない。 

 

 (2)残肝容量が少なくても術前に算出され  



 る LUR 値が予想残肝域で高ければ、術後の 

 肝機能には大きな影響を及ぼさないこと 

 が分かった。言い換えれば、残肝容量と LUR 

 値の積が低ければ、術後に高ビリルビン血 

 症を合併することが多かった。 

 

 (3)残肝容量の再生においては、術後 1週 

 目、1ヶ月目と経時的に増加して行った。  

 しかし、残肝機能評価としての LUR 値は、  

 術後 1週間目に術前値以上に上昇し、術後 

 1 ヶ月目には術前値にまでもどることが分 

 かった。 

 

 

 

 また、術式別の GSA 摂取率は術後 1週間目 

 において残肝が右葉の場合で平均 1.2+0.5 

 倍、左葉で 1.5+0.3 倍上昇し、1ヶ月目に 

 は術前値にもどり、術式により１週間目の 

 増加率に違いがあることが分かった。 

 

 (4)60 歳以上の高齢ドナーの GSA 摂取率は 

 60 歳未満の症例と比べ、低下していること 

 が予想されたが、症例により異なることが 

 分かり、高齢であるがゆえ必ずしも低下し 

 ていることはなかった。 
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